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§１ 中心角と円周角

Ｈ１.１ 
(1) 円周角の定理より、
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(2) 円周角の定理より、
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(3) 円周角の定理より、
 CAB CDB 10∠ ∠

また、ABは直径だから、
ACB 90∠

よって、△ABC の内角の和に注目す
ると、

      180 10 90( ) 80x

(4) 弧長と円周角は比例するから(円周角
の定理)、

  ACD : BDC AD : BC 1 : 2∠ ∠

よって、
BDC 2 ACD 14 28°2   ∠ ∠

よって、ACと BDの交点を Pとする
と、△PCDの外角に注目して、

    1428 42x

(5)

円周角の定理より、
 ACB ADB 45∠ ∠
 ACD ABD 38∠ ∠

よって、
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四角形 ABCD に、内接四角形の定理
を用いて

 ADC 180 ABC∠ ∠
    10018A 0DC 80∠

四角形 ACDE に、内接四角形の定理
を用いて

 ACD 180 AED∠ ∠

    12518A 0DC 55∠

よって、△ACD の内角の和に注目し
て、
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Ｈ１.２

(1) ［仮定］ AC BD  ······················ ①
［結論］AB // CD

［証明］

①より ADC BAD∠ ∠  ··············· ②
（円周角の定理）

②より AB // CD（錯角定理）

(q.e.d.) 

(2) ［仮定］AB // CD  ····················· ①

［結論］ AC BD

［証明］

①より ADC BAD∠ ∠  ··············· ②
（錯角定理）

②より  AC BD
（円周角の定理）

(q.e.d.) 
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